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グループ長期環境ビジョン

➊ OWN IMPACT
社会の脱炭素効果も含めた、
自社バリューチェーン（VC）における
排出削減インパクト

➋ CONTRIBUTION IMPACT
既存事業による社会への

 排出削減貢献インパクト

➌ FUTURE IMPACT
新技術・新事業による社会への

 排出削減貢献インパクト

＋INFLUENCE

社会のエネルギー変革に対する
波及インパクト

➋ 1億トン

➌ 1億トン

自社
バリューチェーン

における
CO2排出量

1.1億トン

２０２0年 ２０５０年

❶ 1.1億トン

自社バリューチェーン（VC）排出の実質ゼロに加え お客様や社会のCO2削減に貢献
社会のエネルギー変革にインパクトを与える長期環境ビジョン

自社VC排出量（スコープ1,2,3）の実質ゼロ化

❶ OWN IMPACT

お客様や社会の“削減貢献量” の拡大

❷ CONTRIBUTION IMPACT

 ❸ FUTURE IMPACT

＋
INFLUENCE
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グループ長期環境ビジョン

スコープ1,2 スコープ3

OWN IMPACT

CONTRIBUTION IMPACT

1.1億

製品・サービス

6,986万

1,634万

3,830万*

製品・サービス

5,668万

9,300万

2020 2024 20502030 （年度）

製品・サービス

8,593万

その他

282万

工場・オフィス

220万

調達

1,656万

2,347万*

工場・オフィス

194万

3,145万

環境行動計画

GIP2024 

1.１億

自社VCのCO2排出量と削減量 （トン）

社会へのCO2削減貢献量 （トン）

工場・オフィス

ゼロ

「電化」 「エネルギー効率」 「水素」
の領域を中心に事業競争力を
強化し削減貢献

社会の脱炭素効果と
くらし事業領域での「省エネ」の徹底で削減

1億

FUTURE IMPACT

1億

20３０年には自社排出のゼロ化を達成に加え
約１億トンの削減貢献の実現を目指す

* 製品の買い替え等によるCO2削減貢献量（2020年度 1,099万トン・2024年度 630万トン）を含む

当社のGXで地球環境問題の解決と同時に事業成長を果たす

2022実績

3,723万
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社会の脱炭素化に向けて

企業活動の「リスク」低減と共に「機会」の創出を促すことが社会の脱炭素化を加速

製品、サービスを通じた
社会全体の脱炭素化

機会
(ポジティブな影響の拡大)

様々な取り組みを通じた
自社バリューチェーンの排出削減

リスク
(ネガティブな影響の緩和)

脱炭素社会の実現

スコープ1, 2, 3排出量で評価
デファクトスタンダードとして定着

企業の社会への貢献を
評価するツールが無い

削減貢献量の考え方はあるが
統一規準が未確立

社会の認知度が低い
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